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（ 開会 午前１０時２１分 ） 

 

◆開会 

●委員長（葛谷寛德） 

予算特別委員会を開会いたします。本日の出席委員は全員であります。 

 

◆会議録署名 

本委員会の会議録の署名は、委員会条例第３０条の規定により、委員長がこれを行います。当

委員会に付託されました案件は、お手元に配布した付託一覧表のとおりであります。説明につき

ましては、議案第１号の歳入歳出予算について所管部長が説明を行い、終了した後に質疑を行い

ます。すべての説明と質疑が終了した後、補正予算全体について、当委員会の取りまとめを行い

ます。 

審査に入る前にお願いをいたします。質問は一問一答制とし、内容がしっかりと伝わるよう要

領よく簡潔に行い、議題外や議題の範囲を超えることのないようお願いをいたします。委員の発

言はまず挙手をし、委員長の指名を受けた後に自己のお名前を告げ、質疑は予算書等の該当ペー

ジを示してから質問されるよう、お願いをいたします。以上、ご協力をお願いいたします。 

 

◆１.付託案件審査 

◆議案第１号、令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号） 

                   【総務部・企画部所管】 

●委員長（葛谷寛徳） 

それでは、付託案件の審査を行います。 

議案第１号、令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号）について、総務部、企画部所

管の歳入歳出予算を議題といたします。説明を求めます。 

（「委員長」と呼ぶ声あり）  ※以下、この委員長と呼ぶ声の表記は省略する。 

●委員長（葛谷寛徳） 

泉原総務部長。        ※以下、この委員長の発言指名の表記は省略する。 

□総務部長（泉原利匡） 

それでは議案第１号、令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号）のうち、総務部所管

についてご説明申し上げます。 

今回の補正は１２億８，７９２万円を追加し、予算総額を２２８億２１３万５，０００円とす

るものです。４ページをお願いいたします。第２表、繰越明許費補正ですが、し尿処理施設統廃

合事業を追加するものです。 

６ページをお願いいたします。歳入を説明いたします。最上段の地方交付税につきましては、

国の補正予算による追加交付分です。７ページをお願いいたします。繰入金、財政調整基金繰入

金は、除雪関連費用の財源として繰り入れするものです。なお、除雪に要する経費については、

特別交付税措置されるよう申請いたします。 

１１ページをお願いいたします。歳出を説明いたします。予備費ですが、今後の新型コロナウ
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イルス感染症対策を機動的に対応できるよう、所要額を計上いたしました。以上で、総務部所管

の説明を終わらせていただきます。 

●委員長（葛谷寛德） 

続いて説明を求めます。 

□企画部長（谷尻孝之） 

それでは、引き続きまして企画部所管分についてご説明させていただきます。 

７ページをお願いいたします。まず歳入でございます。上段にあります飛騨市頑張れふるさと

応援寄附金でございますが、１２月末までの実績を踏まえ３億５，０００万円を増額し、トータ

ルで１８億５，０００万円といたします。 

なお、１２月末までの実績でございますが、暦年ベース、いわゆる昨年の１月から１２月末で

すが、約１８億円となりまして対前年比１２０％となっているところでございます。この実績を

基に今年１月から３月分を推計しまして、年度ベースでの補正額を計上したものでございます。 

次ページをお願いします。８ページでございます。歳出となります。一番上の表、一般管理費

及び会計管理費をお願いいたします。まず、０７の報償費、ふるさと応援寄附金返礼品でござい

ますが、文字どおり寄附に対する返礼金の経費でございまして、寄附額の３割以内ということに

なります。次にその下、役務費の通信運搬費でございますが、返礼品に係る送料など、その手数

料につきましては、飛騨市が契約しますウェブサイト６社への手数料などとなります。その下、

委託料のふるさと納税業務委託料は、ふるさと納税の業務そのものを委託しているところでござ

います。事業者に対する委託料となります。 

なお、ウェブ手数料及び業務委託料につきましては、取扱金額によります歩合制となっている

ところでございます。 

その下、２５寄附金の東京大学及び東北大学に対する寄附金でございますが、それぞれ寄附の

実績に応じた調整となっているところでございます。最後に０４の体系管理費にあります２４積

立金、ふるさと創生事業費事業基金積立金でございますが、寄附金額から先ほど前段の必要経費

を除いた額を、翌年度以降の事業に充当すべく積み立てるものとなるところでございます。以上

簡単でございますが説明を終わります。 

●委員長（葛谷寛德） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇２番（水上雅廣） 

お願いします。予備費の関係だけ少しお聞かせをいただきたい。新型コロナウイルス感染症の

関係で、今、関係職員の皆さん大変な思いで、袋詰め作業から先般も拝見させていただきました

けれども、本当に毎日がせっぱ詰まったかたちでの作業なのかなというふうに拝見をさせていた

だきました。本当に感謝を申し上げたいと思います。 

その上でですけど、先ほど市長も本会議の中で説明をされました。この新型コロナウイルス感

染症対策として予備費のほうと、今の普通交付税の上振れ分をまわしたいということでいろいろ

な施策を考えていらっしゃるようですけど、今回の補正で４億円という大きな額になるわけで、

それほどまでに、何かしら今後、対策としてやっていくようなことがあるのかどうか、もう１回

ここでお聞かせいただければというふうに思います。 
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●委員長（葛谷寛德） 

説明を求めます。 

△市長（都竹淳也） 

大きな金額になっておりまして、正直言ってここまで使うことは実際ないと思います。ただ、

議員もご承知のとおり、この自治体の予算というのは歳入を計上しますと、歳出を計上しないと

いけないということもありまして、１月というここからの時期を考えて政策予算に対する歳出と

いうのは実際難しいということになりますので、そうかと言って基金に積むということも、やは

り今後、感染拡大したときに機動的に動けるという意味では、基金に積むというのもいかがかな

ということもあって、予備費に積ませていただいて、機動的に動けるようにする。当然その分に

つきまして、３月補正予算なりで再度調整することあろうかと思いますし、また場合によっては、

全部決算を打った段階で、剰余金として処分を考えていくということになろうかと思いますが、

いずれにいたしましても、全額というよりは、そうした考えの中で機動的に動けるようにという

ことで予備費に置いたということでございます。 

□財政課長（上畑浩司） 

予備費に関して現状を補足で説明いたします。補正前の金額としまして２億６，０００万円を、

今、議決をいただいておりますが、そのうち、新型コロナウイルス感染症対策で、現在２６件で

１億８，０００万円をすでに執行しております。その他に落雷による施設の修繕、あるいは災害

による設計費等々含めまして、現在２億６，０００万円のうち、１億９，５００万円はすでに執

行済みでございまして、今日現在、残額は６，６００万円という状況でございます。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、質疑ございませんか。 

〇１１番（籠山恵美子） 

７ページの財政調整基金の繰入金の説明でしたけど、除雪費に充当するというような説明でし

た。いずれ、特別交付税措置のための申請をするというような説明でしたけれども、今期は、全

国的にかなり大変な豪雪のところもあったりして、国もどういう措置をするのかなと思いますけ

れども、これまでの例でいうと、満額大体特別交付税で入ってくるものなんですか。 

□財政課長（上畑浩司） 

特別交付税につきましては、国の交付税予算全体の６％が特別交付税というふうに区分けされ

まして、これが結局全国の災害ですとか、地震とか、そういった大きな特殊な事情があったとこ

ろの地域にまず配分されまして、その残ったものを追加で配分されるということです。 

飛騨市としましては、除雪費で増額する分というのを国のほうに対しまして、特別交付税で申

請をいたしますけれども、その申請に対して現金で幾ら交付されたかというのはわからない、そ

ういった制度になっております。ただ、参考までに、毎年の金額を並べますと、前年で言います

と約２億円金額が多かったということの大きな要因は除雪の関係の申請がくみ取ってもらえた

んだろうというような推察としかわからないという現状が特別交付税という制度でございます。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、質疑はございませんか。 

（「なし」との声あり） 
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●委員長（葛谷寛德） 

特に質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 

◆休憩 

●委員長（葛谷寛徳） 

  説明職員入れ替えのため、暫時休憩といたします。 

 

  （ 休憩 午前１０時３２分   再開 午前１０時３３分 ） 

 

◆再開 

●委員長（葛谷寛徳） 

  それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

◆議案第１号 令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号） 

                     【市民福祉部所管】 

●委員長（葛谷寛德） 

次に議案第１号、令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号）について、市民福祉部所

管の歳入歳出予算を議題といたします。説明を求めます。 

□市民福祉部長（藤井弘史） 

おはようございます。市民福祉部所管の一般会計補正予算についてご説明申し上げます。 

８ページをお願いいたします。８ページにてご説明申し上げます。歳出と歳入も併せてご説明

をさせていただきます。まず、下段の民生費、社会福祉総務費でございます。こちらのほうにつ

きましては住民税非課税世帯等臨時特別給付金を計上させていただいております。あと、職員手

当、それから通信運搬費、電算システム開発委託料ということで、事務費のほうも合わせて計上

させていただいておりまして、全額国の補助金１０分の１０充当されるものでございます。 

給付金につきましては、まず１点目、住民税非課税世帯見込み数として２，０６８世帯、それ

から２点目、家計急変世帯見込み数といたしまして１３２世帯、合わせて２，２００世帯、１世

帯当たり１万円ということで、２億２，０００万円を計上させていただいております。スケジュ

ールにつきましては、今般の議会でお認めをいただいた後に、システム改修に取りかかりまして、

その後、要件確認書の送付、受領いたしまして、２月下旬頃より順次、口座のほうへ振り込みを

させていただきたいというようなスケジュール感を持っております。 

次ページをお願いいたします。上段、老人福祉費でございます。雪おろしサポートセンターの

事業委託料、当初見込みといたしましては、４０件を見込んでおりましたが、今般の雪の状況に

よりまして既存登録が１２２件ございまして、新規が１８件ございました。合わせて１４０件と

いうことで、限度額５万円でございますので、トータル７００万円ということで、５００万円を

計上させていただいております。 

それから中程、児童福祉総務費でございます。こちらのほうは子育て世帯臨時特別給付金を計

上させていただいております。時間外勤務手当、消耗品、印刷製本費、通信運搬費等事務費も併
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せまして計上させていただいておりまして、こちらのほうも、全額国の補助金１０分の１０が充

当予定でございます。今回計上させていただきました給付金につきましては、合計で３，３００

人分計上させていただいております。内訳といたしましては、今回の５万円の分の３，１００人

分と、先行給付の不足分２００人分不足がございましたので、併せて計上させていただいており

ます。 

それから、最初の先行給付分といたしましては１２月２７日に、再先行分の５万円は給付済み

でございます。２回目につきましては今週の金曜日、１月１４日に振り込み予定でございます。

それから利用申請者の方７１９名いらっしゃる予定ですが、こちらのほうは、高校生のみの世帯

と、公務員世帯ということでございまして、申請書を１２月２２日に発送済みでございます。１

月１１日に、申請書の提出締め切りということを設定しておりまして、１月２０日あたりから順

次、随時一括振り込み予定でございます。 

それから最下段、生活保護費でございます。今回、生活扶助費と医療扶助費を計上させていた

だいております。まず生活扶助費につきましては、生活保護者の方の人数が、年度当初の４月は

２４人でございましたが、１２月では２９人ということで増加しているものに対応するものでご

ざいます。 

ただ、こちらの要因につきましては個々の状況によるものでありまして、今回の新型コロナウ

イルス感染症の直接的な影響による増ではございません。それから医療扶助費につきましては１

０月に３人の方が、大きな手術を行われました。これが２ヶ月遅れて、１２月に請求がございま

して、約１，３００万円ということで、今回の不足を補うために、補正をするものでございます。

以上簡単でございますけども、説明を終わります。 

●委員長（葛谷寛德） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇１２番（高原邦子） 

高校生のほうなんですけれど、１１日締め切りということで、今まで上がってきた中では、ど

のくらいの予定に対する割合だったんでしょうか。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□保険年金係長（廣元久之） 

今現在の状況では、大体５００世帯に郵送をしました。そのうち、今日現在では約３００世帯

の申請がこちらに出ている状況です。以上です。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、質疑はございませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（葛谷寛德） 

質疑はないようですので、これで質疑を終わります。 
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◆休憩 

●委員長（葛谷寛徳） 

説明職員入れ替えのため、暫時休憩といたします。 

（ 休憩 午前１０時３９分   再開 午前１０時３９分 ） 

 

◆再開 

●委員長（葛谷寛德） 

それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

◆議案第１号 令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号） 

                     【環境水道部所管】 

●委員長（葛谷寛徳） 

次に議案第１号、令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号）について、環境水道部所

管の歳入歳出予算を議題といたします。説明を求めます。 

□環境水道部長（横山裕和） 

環境水道部所管の事業について説明いたします。 

予算書の１０ページをお願いいたします。上段、衛生費、清掃費、し尿処理費でございます。

それぞれ組み替え補正を行うもので、歳出総額の増減はございません。まず、需用費、施設運転

材料費、２５０万円の減でございますが、北吉城クリーンセンターに係るもので、精算見込みに

よる不用額の減でございます。続いて１２の委託料、検査委託料１００万円の減につきましては、

こちらも北吉城クリーンセンターに係るもので、精算見込みによる不用額の減でございます。同

じく、１３６運転管理委託料１，０５０万円の減につきましては、北吉城クリーンセンターとみ

ずほクリーンセンターに係るもので、精算見込みによる不用額の減でございます。１４工事請負

費の維持管理修繕工事１，４００万円の増は、北吉城クリーンセンターの改造工事の増額でござ

います。 

これは来年度より、し尿処理をみずほクリーンセンターへ統合するため、今後は中継施設とし

て使用するため、水槽内部の防蝕塗装を更新する工事を現在進めておりますが、既設の塗装を撤

去したところ、設計時にはわからなかった部分に、層内に発生する硫化水素を原因としたコンク

リートの剥落や、鉄筋の腐食など著しい劣化が見られたことから、これを放置してそのまま防蝕

塗装を行うことはできないため、コンクリートの補修や鉄筋の補強など、追加の補修工事が必要

となったものでございます。今回の補正は以上でございます。 

●委員長（葛谷寛德） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇１１番（籠山恵美子） 

北吉城の施設が中間施設に変わるというのは、し尿処理の分野で中間施設というのはどういう

ことをやる施設になるんですか。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 
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□環境水道部長（横山裕和） 

現在、北吉城クリーンセンターでは、神岡地区と上宝地区のし尿処理を行っておりますけれど

も、これをみずほクリーンセンターで一括して処理することになります。その際直接みずほクリ

ーンセンターへ持っていくのではなくて、現在の北吉城クリーンセンターの処理槽を利用しまし

て、一旦そこへ入れまして、そこから中継をして、大きなバキュームカー等に積みかえまして、

みずほクリーンセンターへ持っていくという、そういう使用方法になりますので、処理はみずほ

クリーンセンターで行いますけれども、中継施設として、槽の利用は継続して行うと、そういう

ことでございます。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、質疑はございませんか。 

〇１２番（高原邦子） 

今のことではないんですけど、委員長にお許しいただきたいんですけど、今、放送で水道はこ

の係なのでお伺いしたいです。 

水道の使用を気をつけてください、節水してくださいということなんですけど、どのくらいの

危険度になっているのかわからないので、私たち議員に聞かれるんですけど、どのくらいを節水

したらいいのかということを言われるんですけど、そのへんをわかる範囲で結構ですので、いつ

も放送されていますので、そのへんをお願いしたいんですが。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□環境水道部長（横山裕和） 

現在注意しておりますのは、特に古川地区でございますけれども、今回１２月下旬からの低温

によります、凍結が非常に多くて、水道管が宅地内で、凍結により破損したところがあると思わ

れます。そういう関係で、データを見ておりますと、水使用量が平年よりも非常に多く見られる

ものですから、もしかすると、破損、漏水に気づかないまま使ってみえる家庭があるのではない

かということもありまして、そのへんを確認して、もし漏水しているようでしたら、直していた

だきたいということも含めて、今、放送をかけているところでございます。 

〇１２番（高原邦子） 

いつもメーターを見に来る方々にも、そういったことで、「いつもより多く利用されているよ。」

とか、そういった情報とかをあげてくれるような、そういったシステムにはなっているんですか。

気がつかないことがあって、メーターを見る方ならわかるのかなと思うんですけど、そういうこ

とは、どのようにされているんでしょうかね。 

□環境水道部長（横山裕和） 

検針員の皆様方には、毎月のデータを検針していただいておりますので、そのときに、前月よ

りも明らかに使用量が多いような場合は、その段階で使用者の方に、何か漏水とかがないか確認

をお願いしますということで、常に声掛けをしております。 

検針の段階で見落としたものにつきましても、職員のほうへ回ってきた段階で気になるものに

つきましては、使用者のほうへ連絡を取って、確認を促すなど漏水を見過ごして、数ヶ月漏水し

たままになるというような、長期にわたらないように、速やかに確認していただくような手はず
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を整えております。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、ありませんか。 

〇２番（水上雅廣） 

１点お願いします。みずほクリーンセンターのほうですけど、中間処理場から持っていかれる

ということで、地元のほうにも説明をしていただいて、理解をされていらっしゃるというふうに

は伺っております。わからないので教えてください。大きなバキュームカーというと、どの程度

のバキュームカーになるのか。 

□施設係長（渡辺晃） 

１０トン積めるバキュームカーでみずほクリーンセンターまで運ぶということでございます。 

〇２番（水上雅廣） 

説明されていると思います。それによって道路とか橋梁とか、あと集落への環境的なことで、

影響がないのかどうかだけ、１日にどのぐらい運ばれるのかもわかりませんけども、教えていた

だければありがたい。 

□施設係長（渡辺晃） 

一応、今の量の試算で、１日あたり１０トン車のほうは、２台通行するような想定です。多い

時期には３台ぐらいになるということで、こういった台数のほうにつきましても、地元の皆様の

ほうにはご説明をいたしております。 

また、１０トン車ですので、薬品とかそういった施設に必要なものを搬入するものも、大部分

は１０トン車があるものですから、そういったところで今の搬入される道路のほうには、基本的

には２台程度増えるということで、そこまでこれで劇的に道路が傷むとか、そういうことはない

だろうというふうなご説明をさせていただいております。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、ございませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（葛谷寛德） 

特にないようですので、これで質疑を終わります。 

 

◆休憩 

●委員長（葛谷寛徳） 

説明職員入れ替えのため、暫時休憩といたします。 

 

（ 休憩 午前１０時４８分   再開 午前１０時４９分 ） 

 

◆再開 

●委員長（葛谷寛德） 

それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 
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◆議案第１号 飛騨市一般会計補正予算（補正第６号） 

                【商工観光部所管】 

●委員長（葛谷寛德） 

次に議案第１号の令和３年度飛騨市一般会計補正予算（補正第６号）について、商工観光部所

管の歳入歳出予算を議題といたします。説明を求めます。 

□商工観光部長（畑上あづさ） 

それでは、商工観光部の所管について説明をさせていただきます。 

予算書の１０ページ、中ほどの商工振興費をお願いいたします。まず９６２子育て世帯応援販

売促進事業補助金は、子育て世帯臨時特別給付金が支給されることに伴い、市内での給付金の消

費食品促進を目的として、各事業者がお得な商品やサービスを企画し、それを周知するために実

施する販売促進の広告、チラシの経費の一部を補助するものです。補助額は、対象経費の２分の

１、上限５万円としております。 

その下、９６３子育て世帯応援ポイント還元事業負担金は、給付金対象者に対し、さるぼぼコ

インチャージ額の１５％をポイントで即日付与する、飛騨市子育て応援プレミアム電子通貨を発

行することに伴うプレミアム分です。 

９６４子育て世帯応援イベント負担金は、先ほど申し上げましたプレミアム電子地域通貨を発

行するにあたり、開催されます総額１５０万円、ポイント還元キャンペーンの市の負担分です。

この電子地域通貨をチャージされた方が飛騨市内の加盟店で決済をされた場合に、抽選でポイン

ト還元を実施するものです。以上で説明を終わります。 

●委員長（葛谷寛德） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇１０番（野村勝憲） 

素朴な質問ですけども、さるほぼコインを使用できる世帯は、飛騨市内で何世帯あるんですか。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□商工課長（舟本智樹） 

現在の飛騨市内の世帯でございますけど、すいません、資料をもう１回確認しますので、後ほ

どお答えします。 

〇１０番（野村勝憲） 

いずれにしてもやっぱり一般市民の人からは、使えないという人もいるわけですよ。そういう

矛盾点がありますので、そのへんをしっかりと把握して、次の対処をしてもらいたいと思います

が、部長いかがですか。 

□商工観光部長（畑上あづさ） 

議員がおっしゃるように、たしかに市民全員の皆様が利用できるものではありませんが、今ま

でこうしたさるぼぼコインを使った事業をいろいろと回数を重ねてきていることによって、加盟

店も増えてきておりますし、ユーザーも確実に増えてきております。どんなツールを使いまして

も、１００％カバーできるというものはなかなかなくて、それぞれに方法によって利点は異なる

と思いますが、今回はさるぼぼコインの迅速に実施できるというところを重視して、このさるぼ
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ぼコインを使った事業をやりますので、その点をご理解いただければと思います。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、ございませんか。 

〇１１番（籠山恵美子） 

今のことなんですけど、こういう機会に、こういうポイント、特典を与えて、少しでも市内で

消費してもらいましょうということの意図はわかります。 

ですけど、実際、例えば神岡ですと、富山第一銀行と飛騨信用組合もありますよね。だからそ

ういう、いわゆるどこを利用しているかということの割合も、私たちはわからないんですよね。 

それを例えば、これはさるぼぼコインですから、改めて飛騨信用組合に手続きをしなければな

らないわけですよね。そういうことの、ひと手間かかるんですけれども、こういう特典があるん

ですよというような丁寧な説明と周知がないと。古川だと十六銀行もありますし、高山信用金庫

もありますけど、飛騨信用組合が大分大きな市場を持っているのかなと思いますけど。 

そのあたりの同じ公平さで利用できるような、周知というのは、やっぱりこれをやるからには、

行政の責任で丁寧に広告していかないとならないと思うんですけれども、そのあたりはどんなＰ

Ｒをされているんですか。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□商工観光部長（畑上あづさ） 

まず、さるぼぼコインなんですが、こちらは飛騨信用組合さんのアプリではありますけれども、

必ずしも飛騨信用組合さんに口座がなければ使えないというものではなく、スマホをお持ちの方

が自分のスマホにさるぼぼコインのアプリをダウンロードしていただいて、あと口座がなければ、

市内にありますチャージ機をご利用になったり、飛騨信用組合の窓口へチャージをお申し出いた

だくと、口座がなくても、チャージができて利用ができるというものです。 

たしかに、そういった広報は必要ですので、こちらも事業に合わせてＰＲはしておりますし、

加盟店のほうでも、お客様に対して利用を促したり、ご高齢の方でアプリは入れたけれども、使

い方に戸惑われるようなお客様についても、結構お店ごとに丁寧にご説明をいただいて、しっか

り利用できるようなことをしていただいていると聞いておりますので、そういったことを継続し

ながら、丁寧に利用を促進していきたいと思っております。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、ございませんか。 

□商工課長（舟本智樹） 

今の部長の話の補足でございますが、ユーザーにつきまして、今の丸ごと大売り出しとか、飲

食関係のキャンペーンをやっておりまして、そちらのほうでユーザーが、今、大売り出しが第１

弾、第２弾、第３弾とやっておりますが、全部で１，２７０名ほど増えていただいたということ

でございまして、そういうことで大分こういうキャンペーンを繰り返し、繰り返しやることによ

って、浸透しているというような状況でございます。 

それで、先ほどの質問の数字の部分で、全体で今３，２９５人の方が、さるぼぼユーザーにな

っているということで、大体家計を持つのはお母様方ということもありますので、大体世帯数の
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部分にもこういう想像ができるかなというところでございます。そのようなかたちで、いろいろ

な今の食べ歩きにつきましても、何件回ったらポイントがアップするとか、５件やったらどれだ

けボーナスポイントが来るとか、遊びの要素とかも含めてやっていくことによって、また周知な

り、利用が促進されるということもあります。 

それと、高齢者の方ですが、アンケートをとりましたところ、８０代の方でも使ってみるとい

う実績もありまして、少しずつでございますけど、こういうＤＸの感覚というか、デジタルの便

利なものを使うという感覚も知っていただいたというふうにして考えております。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほかございませんか。 

〇１０番（野村勝憲） 

聞きましたら、約３，３００人くらいですけども、人口割しますと、子供は別にして１５％程

度になるのかな。それともう１つはスマホが使えない人でないと駄目なんですよね。そういう条

件があるので、できるだけ今の人数を聞いてびっくりしたんですけども、私は、１万人ぐらいい

るのかなと思って質問したんですけども、偏りすぎるので、そのへん、アンフェアにならないよ

うに、ぜひ、次の手を考えていただきたいです。やっぱり使えない人もいるわけですからそうい

う人たちも、税金を納めていただいてるわけ。これは税金を使ってやっているわけですから、平

等があるようにお願いしたいと思いますが、そのへんはいかがですか。 

△市長（都竹淳也） 

１年ほど前の調査で、３０代、４０代で大体半分ぐらいというユーザー数になっていますので、

子供も８０代以上の高齢者もいますので、一番中核層は、その後１年経っていますので、相当普

及しているのではないかなと思いますし、いろいろな全国の自治体、こうしたＱＲコード決済に

よるポイント付与は、相当多くの自治体がやっています。 

ただ、ＰａｙＰａｙとか楽天ペイとか、こうしたものを使っているところが大半で、地元だけ

で使えるという通貨ではなくて、結構外へ流出してしまうということを考えると、やはり、地元

のみで使えるというもので、そうした新しいＤＸの流れに乗っていくってことが大事ではないか。

特に今回は、子育て世代ですし、相当浸透している世帯のところに行くものであるというふうに

考えておりますので、特に親和性は高いかなというふうに考えてます。 

広く行っていくときに、いろいろな考え方があって、例えば、今の大売り出しとか、飲食店の

食べ歩きなんかは飲食店支援ですので、全員に給付するものではなくて、高山であろうが、白川

であろうが下呂であろうが、来ていただいて使ってもらうということを重視しているということ

ですし、今度は個別に給付して使ってもらうという、市民全体の支援ということになると、やは

りプレミアム商品券のようなものをつくっていくということになると思いますので、そのへんは

目的によって使い分けていくということが適当だろうというふうに考えています。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほかにございませんか。 

〇９番（前川文博） 

今のプレミアムの話なんですけども、今回、児童手当をもらっている対象の方々に１０万円給

付すると。今、２回目の半分の５万円を給付するときに、それをさるぼぼコインでチャージをす
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ると１５％のポイントをつけるということなんですが、これは、どのようなことから今の１５％

をさらに上乗せしてやろうという話が出てきたのか。そのへんを教えていただきたいんですが。 

△市長（都竹淳也） 

先ほどの提案説明でも申し上げたんですが、国の方針がクーポンを使って商品の消費に直接つ

なげられるようなものをという話が、もともと最初でした。その時点で、商品券にするかどうか

という検討をすでに実は始めていました。 

ただ２転３転しまして、現金でいいとか、あるいは一部現金でいいとか、最後は結局、自治体

の判断に任せるみたいなかたちになってしまったんですが、私は今回の給付金というのは、その

世の中がせっぱ詰まっていて、現金が一刻も早く欲しいという状況では、必ずしもないというふ

うに見ていましたので、むしろ、政府の当初のその方針に従って、子育て世帯が必要なものを買

うことに使われるというふうに、少なくとも残り半分はそういう趣旨でしたから、それに従うの

が適当ではないかというふうに考えた。その際に、選べるということが大事ですから、現金で給

付しておいて、それで物で買いたい人はできるだけ地元消費に繋がるかたちで、環境を提供する

ということが必要だというふうに考えましたので、それだったら現金よりも１５％つくほうがむ

しろよかろうと言って、さるぼぼコインに変えられる人も出てくるだろう。ただ、現金がいいと

いう人はそのままもらっておいていただければいいということですので、そういう検討を経て、

こうした施策をとるに至ったということでございます。 

〇９番（前川文博） 

１５％の件はわかりました。それから今度、事業者、飛騨信用組合のほうで、この事業に対し

て総額１００万ポイントの還元ということをやられると。それに、さらに市が５０万円は乗せし

て行うということなんですけども、これをやって総額１５０万ポイントとなった場合に、還元さ

れるものというのはどのようなかたち、何ポイントを何人とか、そのへんというのはどのような

予定なんですか。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□商工課長（舟本智樹） 

当市のほうで予算化しました５０万円につきましては、２５０名の方に、２，０００ポイント

を還元されるということで、飛騨市賞というようなかたちになっております。あと飛騨信用組合

さんのほうで、１００万円出してみえますので、それが１万円が５０名、５，０００円が１００

名というかたちでキャンペーンを行うことになります。 

〇９番（前川文博） 

前の全員協議会でも話があったんですけども、要は飛騨市でつけたポイントなので、できれば

飛騨市で使って欲しいと。その時に「何か対策はないのか。」と言ったら、飛騨信用組合さんの

ほうでは、今後市内に限定したような、システムをまた考えるというなこともあったんですけど

も、まだ短期間なのでそこまでいってないと思うんですけども、今、飛騨市内の加盟店で決済し

た場合が、抽選の対象になるということが、今の説明の中であるんですけども、これはどの程度、

例えば、１件で１００円の買い物をしても対象なのか。そのついたポイントの分とかを、どれぐ

らい使ったら対象になるのか、そのへんはどのような見込みですか。 
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●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□商工課長（舟本智樹） 

今、このキャンペーン期間中に、飛騨市内の加盟店で３万コイン以上、または１０店舗以上で

使用された方ということになっております。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほかございませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（葛谷寛德） 

ないようでございますので、これで質疑を終わります。 

 

◆休憩 

●委員長（葛谷寛徳） 

説明職員入れ替えのため、暫時休憩といたします。 

 

（ 休憩 午前１１時０６分   再開 午前１１時０７分 ） 

 

◆再開 

●委員長（葛谷寛德） 

それでは休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

◆議案第１号 飛騨市一般会計補正予算（補正第６号） 

                  【基盤整備部】 

●委員長（葛谷寛德） 

次に、議案第１号、令和３年度飛騨市一般会計補正予算補正（第６号）について、基盤整備部

所管の歳入歳出予算を議題といたします。説明を求めます。 

□基盤整備部長（森英樹） 

それでは、基盤整備部所管につきましてご説明いたします。 

予算書の１０ページ、下段をご覧ください。土木費の道路維持費、節１０需用費の修繕料です。

こちらは、市所有の除雪車の修繕費であり、令和２年度の除雪量が多く、除雪作業時間が長かっ

たことから、令和３年度の除雪開始前に行う修繕料が多くなり、年度内予算が不足する見込みと

なったため、１００万円を補正するものでございます。 

次に、節１２委託料の市道除雪委託料です。こちらは、１２月末から１月上旬にかけての降雪

により、市道の除雪費がかさみ、委託料が不足することから、今回３億円を補正するものです。

なお、当初予算３億円に対しまして、１月上旬の見込み額が、２億８，０００万円となっており

ます。以上で説明を終わります。 

●委員長（葛谷寛德） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〇１２番（高原邦子） 

本当に、市のほうには、除雪に対していろいろな意見が来ていると思うんです。雪が時間ごと

に地域で降ればいいんですけど、いっぺんに降ってしまうから、本当に大変なんですけれど、そ

こで、区長さんとか町内会長を通じて、いろいろ市のほうに意見を出すというふうになっている

とは思うんですけど、どのくらいいろいろな意見が来ていますか。それに対応をされているとは

思うんですけど、対応で困ったところがあるとかそういったところはありませんかね。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□基盤整備部長（森英樹） 

今回１２月から１月にかけてかなりの量がいっぺんに降ったということがありまして、苦情は

かなりいただいておりますけども、その中でも今回、非常に重たい雪が降ったことから、倒木が

市内あちこちで発生しておりまして、それによりまして市道の交通に支障が出るということがか

なり出ております。 

やはり、電線が関連するものもありますので、こちらは電線が関係しますと、その木の処理は

電力会社のほうへお願いすることになるものですから、そこですぐに取りかかれなくて時間がか

かって何日も通行止めにするというようなことも出てきております。そういったものに対して、

やはり市民からの苦情といいますか、問い合わせが結構ありまして、この点についてはこういっ

た丁寧な説明をしながら、ご理解いただいているところでございます。 

〇１２番（高原邦子） 

本当にいろいろ道を走っていて、それぞれガタガタするところもあるし、いろいろなことがあ

るんですけど、またもう１つ言われたのが、信号が見えないと。ＬＥＤに変えましたでしょう。

そうしたら、雪が解けないものだから、ずっとかぶさっていて、これで大丈夫なのかというよう

なことを言われたので、そういったことも、これからすぐには対応できないと思うんですけど、

ああいった信号機への対応なんかも求められてくるのではないかなとも思います。 

あと私がお願いしたいのが、除雪というのは、まずはどこまでなのかと、一応、そのへんを市

民の方に分かってもらわないと、夏のように本当に綺麗でなければ除雪ではないみたいに思われ

てしまうと、本当に振興事務所の人たちもいろいろ言われて大変だと思うので、やはり市民の

方々にも、除雪はここまでなんですというようなこととか、そういったことをやっぱり知っても

らうということも大切ではないかなと思うんですね。なんでも本当に綺麗なのが一番いいんです

けど、そういうことでは難しいかなというところもあるので、そのへん、ＬＥＤとか信号機とか

いろいろなこともありますけども、説明というか、市民の方にわかりやすく除雪とはというよう

なことを啓発していくといった考えはないでしょうかね。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□基盤整備部長（森英樹） 

まず、信号機のお話ですけども、やはりＬＥＤの信号機というのは非常に見やすい反面、雪国

では熱が出ないので解けないという状況があって、そういった短所もあるということは聞いてお

ります。信号機は公安委員会、警察が管理しておりますので、また市と警察のほうとしっかり連
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携しながら、情報共有しながら危険な信号機があるようなところは対応していきたいと考えてお

ります。 

それから、除雪のやり方を市民に周知していくということですけども、市民の方に対しては水

路に雪の入れ方を、こういうふうに気をつけてくださいとかという周知やお願いとかを文書で流

したり、ホームページに載せたりということもしておりまして、やっぱり一般市民の方というの

は、直接生活に影響してきますので、どっと雪が降った時でも、綺麗にいっぺんに雪をかいても

らいたいという気持ちはあると思うんですけども、除雪のやり方としてはまず一次除雪、とりあ

えず道路を一車線だけ空ける。それから二次除雪で、そのあと道路を拡幅していくというような

やり方。それから、路面も圧雪になった状況の雪がやはりある程度溶けてこないと、圧雪した雪

というのは除雪で起こしていけないものですから、いくらかのいくつかの段階を経ながら二車線

空けていくということになりますので、その辺のやり方というのを、市民の方々にもわかっても

らえるような方法といいますか、先ほどの水路の投雪のお願いとあわせて、そういったこともま

た検討していきたいなと思っております。 

〇１２番（高原邦子） 

絶対やめてもらいたいなということがあるんですけど、市民の方で、自分の除雪を道路にまた

戻してしまうんです。そうすると次のとき、除雪車が来たときにかいていってもらえるというこ

とで、何のための除雪かということがわからず、自分のところの雪を道路に出すと。それで、私、

言われたんです。 

ですから、市民の方々のマナーと言うんですか。道路に雪を戻さないという、そういったこと

も、やっぱりお願いしてくということも大切だと思うし、そのへんをどうお考えですか。 

□基盤整備部長（森英樹） 

やはり、道路管理者としましては、道路の除雪をして路側のほうへかきわけていくというのが、

市の除雪のやり方でして、どうしても市民の方々に横に排除された雪を側溝に流したりというよ

うな、市民の方にお願いする立場でもありますので、なかなかまた道路に戻すことに対して強く

言うことは難しいかもしれないんですけども、状況を見ながら、あまりひどいようなところは対

応を考えていきたいなと考えております。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、ございませんか。 

〇１０番（野村勝憲） 

今の高原委員の関連ですけども、道路に戻すのもですけども、実際、田畑、特に畑を持ってら

っしゃる方からは、これだけ豪雪だと、残雪をどんどん、どんどん運ばれると。やっぱり困ると

いう話まで現実に来ているんですよ。そのへんのことも、やはりなかなか平等にはいかないと思

いますけども、特にやっぱり道路脇に、畑、あるいは田んぼを持ってらっしゃると、春まで残っ

てしまうというような意見もありますので、そのへんのことは、基盤整備部には声は届いていま

せんか。 

□基盤整備部長（森英樹） 

そういった意見も届いております。やはり「自分の農地のほうへ入れてくれるな。」というふ

うに言われるところもございまして、そういったところはなるべく排雪した雪を入れないように
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除雪のオペレーター、各業者の方々にお願いをしているところですけども、できれば区とか町内

会も通しながら、ご協力いただけるように、これからもお願いをしていきたいなと考えておりま

す。 

〇８番（徳島純次） 

除雪の件ではないので、雪関係ですけど、空き家になっている雪で、雪どめがもう落ちてしま

っている空き家があって、雪が降って積雪があったときに緩むと軒のほうへずっとせり出してく

るんです。先日、もう道路３分の１ぐらいせり出している。でも、まだ落ちないでいるので、し

ょっちゅう気にしていたんですが、そこは道路、車も通りますし、子供の通学路でもあるので非

常に危険だということで、こういうときに空き家なので、近所の人が屋根に乗って下ろすという

こともできませんし、市のほうで下ろす責任はないわけですけど、前回は市のほうに言って、市

のほうで対処してもらったのですが、そういう時の対処は、市としてはどういうふうに考えられ

ているんですか。 

今、うちの町内のことを言って申し訳ないですけど、２軒ほど空き家があって、２軒とも雪ど

めは落ちているんです。そうすると、必ず日が照って、緩むとせり出してくるという感じなので、

雪が降れば必ずそういう状況が起きてきます。その都度頼むのもあれだし、屋根に乗って除雪す

るのも危なくてできませんので、そのへんの対処方法を市のほうはどう考えられるかお伺いした

いんです。 

●委員長（葛谷寛德） 

答弁を求めます。 

□基盤整備部長（森英樹） 

空き家の問題というのはやはりいろいろ深刻な問題がありまして、どうしても空き家のところ

だけが雪が残るということがございます。今は、区とか、やはり町内会のほうでお願いできない

かということで市のほうとしてはお願いしておりますけども、なかなか高齢化でそこまで対応で

きないと言われる町内会の方もいらっしゃいますので、そこは状況に応じて臨機応変に対応して

いかなければいけないなと思っておりますけども、まずは道路が、安全に通行できるかどうかと

いうその部分を道路管理者が判断をして、対応していくことになると思いますけども、所有者の

方にもその状況を逐次お知らせしながら、対応していくということになろうかと思います。道路

管理者として安全に通行できない部分については、別途、個別に対応していかなければいけない

のかなというふうに考えております。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほか、ございませんか。 

〇９番（前川文博） 

除雪のことに戻らせてもらいます。振興事務所には話をしてあるんですけども、除雪関係の人

も人手がないということで、本当に必要な時間にできていないとか、間に合わないという部分も

あるんですけども、神岡駅の下のところの橋のところ、幸土町のところなんですけども、あそこ

に除雪してきた雪を、橋の歩道に積み上げると。そこは通学路なんですけど、小学生が歩く歩道

があるところに雪を積み上げていくと。小学生が通って行った後でないと、歩道の除雪ができな

いというような場所とかが、そこも含めていくつか出てくるんです。 
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ぜひ、人手不足とか機会がないというのもあるんですけども、やっぱり小学生が通勤時間帯に

なると、車が多い車道を歩くということになるので、せっかく歩道があっても通れないとか、そ

ういうのがあるので、ぜひそのへんは市を交えて時間帯の調整をしていただきたいと思うのです

が、ちょっとそのへんの調査をまたしていただいて、できるだけ早めに対応していただきたいと

思いますが、どうでしょうか。 

□基盤整備部長（森英樹） 

通学路は最優先と考えておりますので、教育委員会のほうと１回連携しながら、そういった箇

所がどれくらいあるのかというところを調査して対応していきたいと思います。 

●委員長（葛谷寛德） 

ほかにないでしょうか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（葛谷寛德） 

ないようですので、これで質疑を終わります。商工観光部で答弁の訂正をしたいということで

ございます。 

□商工課（舟本智樹） 

先ほどのさるぼぼコインの数でございますが、最初にユーザー数ということで３，３００人ほ

どというふうにしてお話しましたが、それに増加した分を足すのが本来でございまして、３，３

００人のところが、今のキャンペーン等で１，３００人増えたものですから、それで４，６００

人ほどの数ということで、訂正させていただきます。 

●委員長（葛谷寛德） 

これで質疑を終わります。 

 

◆休憩 

●委員長（葛谷寛徳） 

ここで、暫時休憩といたします。 

 

（ 休憩 午前１１時２５分   再開 午前１１時２５分 ） 

 

◆再開 

●委員長（葛谷寛德） 

それでは、休憩を解き会議を再開いたします。 

●委員長（葛谷寛徳） 

議案第１号、令和３年度飛騨市一般会計補正予算補正（第６号）について討論を行います。討

論はありませんか。 

 （「なし」との声あり） 

●委員長（葛谷寛德） 

討論なしと認め、討論を終結いたします。これより採決をいたします。本案は原案のとおり可

決すべきものとして報告することにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」との声あり） 

●委員長（葛谷寛德） 

ご異議なしと認めます。よって、本案件は原案のとおり可決すべきものとして報告することに

決定をいたしました。以上で本委員会に付託された案件の審査は終了いたしました。 

●委員長（葛谷寛徳） 

ここでお諮りをいたします。予算特別委員会付託案件の審査は、議員全員の構成による委員会

を行いましたので、本会議における委員長報告は、会議規則第３９条第３項の規定により、省略

したいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（葛谷寛徳） 

ご異議なしと認めます。よって、本会議における委員長報告は省略することに決定をいたしまし

た。 

 

◆閉会 

●委員長（葛谷寛徳） 

以上で本日の予算特別委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

（ 閉会 午前１１時２６分 ） 

 

 

 

飛騨市議会委員会条例第３０条の規定により、ここに署名する。 
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